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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特に引出しのような変位可能な家具の部品（１５）のための動作装置（１）であって、
エジェクタ（２）を有し、前記エジェクタを用いて前記家具の部品（１５）が閉位置から
開位置へ可動になっており、更に駆動装置（４）を有してなる前記動作装置において、
　エネルギー保存装置（９）は前記駆動装置（４）により充填可能であり、前記エジェク
タ（２）は前記エネルギー保存装置（９）及び前記駆動装置（４）により開く方向に可動
になっていることを特徴とする動作装置。
【請求項２】
　前記エネルギー保存装置がばね（９）として形成され、前記ばねは開く方向に前記エジ
ェクタに予張力を加えることを特徴とする請求項１に記載の動作装置。
【請求項３】
　ロック装置（１０）が設けられ、前記ロック装置を用いて前記エネルギー保存装置（９
）が充填位置に固定可能になっていることを特徴とする請求項１又は２に記載の動作装置
。
【請求項４】
　前記ロック装置（１０）が前記家具の部品（１５）の動作によって始動可能になってい
ることを特徴とする請求項３に記載の動作装置。
【請求項５】
　前記エジェクタ（２）が、枢動可能なレバーとして形成されていることを特徴とする請
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求項１～４のいずれか一項に記載の動作装置。
【請求項６】
　歯車（５，７）が前記駆動装置（４）と前記エジェクタ（２）との間に配置されている
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の動作装置。
【請求項７】
　前記歯車（５，７）が、前記エネルギー保存装置（９）を充填位置に固定するための自
己ロック式として形成されていることを特徴とする請求項６に記載の動作装置。
【請求項８】
　前記駆動装置（４）が電気モータとして形成されていることを特徴とする請求項１～７
のいずれか一項に記載の動作装置。
【請求項９】
　前記駆動装置（４）、前記歯車（５，７）、前記エジェクタ（２）、及び前記エネルギ
ー保存装置（９）は、共有されるハウジング（１４）に配置されていることを特徴とする
請求項１～８のいずれか一項に記載の動作装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に引出しのような変位可能な家具の部品のための動作装置であって、エジ
ェクタを有し、エジェクタを用いて家具の部品が閉位置から開位置へ可動になっており、
更に駆動装置を有しているものである。
【背景技術】
【０００２】
　可動な家具の部品のためのエジェクタ装置であって、レバーが引出しに作用するものは
、豪州特許公報ＡＴ Ａ１３７９／２００４号によって知られている。枢動可能なレバー
は、歯車を介して、電気駆動装置に結合されている。充分な力の押込みを提供するために
、駆動装置は比較的大型の寸法になる必要がある。これは、排出がレバーを介して短時間
に行われるためである。これは、駆動装置の総合的なサイズと製造コストに不都合な結果
を有する。
【０００３】
　加えて、国際特許公報ＷＯ ２００４／１０１９１９号は、エネルギー保存装置を有す
る一点の家具を開示しており、このエネルギー保存装置は、可動な家具の部品に作用する
ことができる。家具の部品は、エネルギー保存装置によるトリガを介して動かされ、エジ
ェクタの機械的な力はわずかであるか、又は、エネルギー保存装置の充填は複雑であるか
である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従って、本発明の目的は、たとえ小さな駆動装置を用いても、簡単な構造で実現できる
、変位可能な家具の部品のための動作装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この目的は、請求項１の特徴を有する動作装置によって達成される。動作装置は、駆動
装置に加えて、駆動装置により充填可能であると共に、開く方向にエジェクタに予張力を
与えるエネルギー保存装置を有する。そして、エジェクタは、エネルギー保存装置と駆動
装置との両方により、開く方向に可動になっている。エネルギー保存装置の補助的な提供
に起因して、駆動装置は小さな寸法にすることができる。何故ならば、駆動装置はエネル
ギー保存装置を充填することができ、そしてこのエネルギー保存装置は排出運動を支持す
るためである。従って、駆動装置は、もはや単独で排出エネルギーを提供することがない
。
【０００６】
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　本発明の好ましい実施形態によれば、エネルギー保存装置は、駆動装置により開く方向
にエジェクタに予張力を加えるばねとして実現される。ばねは、圧縮ばねとして、また、
引張ばねとして設けることができる。さらに、エネルギー保存装置は、液圧的に又は空気
圧的に、予張力を加えられることができる。
【０００７】
　好ましくは、ロック装置が提供され、これを用いてエネルギー保存装置は充填位置に固
定可能になっている。従って、エネルギー保存装置の充填は、排出運動が生じないならば
、長い時間にわたって保存されることができる。ロック装置は、例えば家具のハンドルな
どの家具の部品の動作によって、トリガされることができる。ロック装置として自己ロッ
ク歯車が使用されるならば、トリガ装置だけを家具に設ける必要がある。
【０００８】
　簡単な機械的デザインにおいては、エジェクタは、枢動可能なレバーとして形成される
ことができる。歯車が、駆動装置とエジェクタとの間に配置され、適当な力の伝達を提供
するならば、有利である。駆動装置は、より長い時間にわたってエネルギー保存装置を充
填することができ、この目的のために必要な力の消費はわずかなである。
【０００９】
　小型の構成のためには、駆動装置、歯車、エジェクタ、及びエネルギー保存装置は、共
有されるハウジングに取り付けることができる。従って、動作装置は、容易に取り付けら
れて据え付けられることができる。
【００１０】
　以下、本発明について、添付図面を参照しつつ、複数の例示的な実施形態に基づいて、
詳細に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　動作装置１は、エジェクタ２を備え、これは、枢動可能なレバーとして形成されており
、家具の部品に適用されることができ、家具の部品を閉じた位置からわずかに開いた位置
へと動かすものである。エジェクタ２は、引出しの運動開始経路を橋渡ししたり、又は部
分的に又は完全に開いた位置へ変位可能又は枢動可能なその他の家具の部品を動かすこと
ができる。
【００１２】
　エジェクタ２は、軸３を中心として回転可能であり、電気モータとして設けられた駆動
装置４により動かすことができる。歯車は駆動装置４とエジェクタ２との間に設けられ、
エジェクタ２は、歯車と係合する歯を備えた周辺部分６に設けられ、駆動装置４の出力軸
８に連結された歯車５及び７によって伝達が生じる。
【００１３】
　さらに、少なくとも１つのばね９がエネルギー保存装置として設けられ、これはエジェ
クタ２のピン１１に固定されている。反対側においては、ばね９は、静止した保持具１３
に固定される。
【００１４】
　さらに、２つの端子スイッチ１０及び１２がエジェクタ２に隣接して設けられ、これは
延出した位置と退避した位置とにおいてエジェクタ２の位置を登録する。図１に示した位
置においては、レバーは延出した位置に配置されており、スイッチ１２はピン１１に隣接
して配置されている。
【００１５】
　エジェクタ２を退避位置に戻すために、駆動装置４が作動され、そして、ピン１１がス
イッチ１０に到達してそこに固定されるまで、レバー２をハウジング１４に向けて回転さ
せる。エジェクタの張力位置は、スイッチ１０により登録されることができる。
【００１６】
　家具の部品を開いた位置に動かすべきならば、ハンドル要素を引くか又はフロントパネ
ルを押し付けると、対応する結合を介してスイッチ１０のロック装置が解除され、エジェ
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クタ２はばね９の力によって時計まわりに枢動する。従って、開く運動は、家具の部品の
少なくともある一定の運動範囲において、支持される。駆動装置４は開く方向に回転し、
ばね９と駆動装置４とが併せて排出力を提供する。ロック装置は、エネルギー保存装置の
力がもはや駆動装置を動かすことができないように、歯車によって自己ロック歯車として
形成されることができる。任意的には、分離した機械的なロック装置を使用することもで
きる。
【００１７】
　エジェクタ２が開いた位置になると直ちに、駆動装置４は、反対位置に動かされること
ができ、エジェクタ２を開始位置にもたらし、ばね９に予張力を加える。
【００１８】
　図２のＡは、改変された実施形態を模式的に示している。エジェクタ２は、家具の部品
１５に適用することができ、家具の部品１５を開く方向に動かす。エジェクタ２は、駆動
装置４を介して電気的に可動であり、開く運動の際に圧縮バネ１９によって支持されてい
る。圧縮ばね１９は、堅固な支持点２０とエジェクタ２とに取り付けられる。エジェクタ
２の引き続く退避の間、圧縮ばね１９は圧縮される。次に、エジェクタ２は、ロック２１
をにより、予張力が与えられる位置に保持される。ロック装置は、エジェクタ２を解放す
るための移動自在なピンを備えている。
【００１９】
　図２のＢに示した例示的な実施形態においては、枢動可能なレバー２が再び取り付けら
れており、それは、軸３を中心として回転可能になっており、一点の家具１５に適用する
ことができる。引張ばね９は、エネルギー保存装置として提供され、これは、エジェクタ
２と堅固な支持点１３とに取り付けられる。エジェクタ２は、ロック装置２１により、予
張力が与えられる位置に保持される。
【００２０】
　図２のＣに示した解決策においては、エジェクタ２は、家具の部品１５とストッパ２５
との間の退避位置に保持される。さらに、圧縮ばね９は、エジェクタ２と堅固な支持点１
３との間において、エジェクタ２に取り付けられる。しかしながら、ロック装置は、家具
の部品１５を開くために解除されることがなく、むしろ、エジェクタ２が死点を越えて動
くことで、家具の部品１５の排出運動はエネルギー保存装置としてのばね９により支持さ
れる。次に、反対方向においては、エジェクタ２は、再び駆動装置によりストッパ２５に
隣接した位置に動かされて、死点に至る。
【００２１】
　図２のＤには、本発明による動作装置のさらに別の設計を示している。ここでも、エジ
ェクタ２が設けられ、エジェクタは上死点を越えて可動になっており、家具の部品１５に
対向して配置されたストッパ２５に押し付けられることができる。圧縮ばね１９は、エネ
ルギー保存装置として使用され、堅固な支持点１３とエジェクタ２との間に取り付けられ
ている。
【００２２】
　例示的な実施形態においては、それぞれの場合に、ばねを設けてエネルギー保存装置と
した。これらは、コイルばね又はその他のばねとして設けることができる。複数のばねを
使用したり、又は、液圧又は空気圧のエネルギー保存装置をエネルギー保存装置として使
用することも可能である。
【００２３】
　加えて、ばねの力は、運動経路にわたって変化してもよい。可動な家具の部品の加速の
ためには、大きなばね力が当初には望ましく、これは次に運動経路にわたって減少すると
よい。また、ばね力を増加させることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の例示的な実施形態による、動作装置を示した斜視図である。
【図２】図２のＡ～Ｄは、動作装置の変形例を示した様々な図である。
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【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】 【図２Ｃ】



(6) JP 5216998 B2 2013.6.19

【図２Ｄ】
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